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バイオマス利用概説
1. はじめに
近年，バイオマス (biomass)が，再生可熊で， 消
浄で，かつ，無尽蔵な資源として世界的に注目されて
いる．
特に，資源自給率が低い我国においては．バイオマ
スについての関心が強い．エネIVギー自給率15%，食
穏・穀類自給率78%，および木材自給率30％という我
国の資源自給率の低さは他の工業立国においても例
を見ないほとであるからである．
言うまでもなく，バイオマスの一次生産（植物光合
成）は，太陽エネルギーの存在の下に緑色植物が炭酸
ガスを固定し，炭水化物を合成することによってなさ
れる．その意味で，パイオマスの一次生産量は，大局
的には，太陽エネルギーの賦存量によって律速されて
いる．すなわち，パイオマス生産およびその利用は太
陽エネIレギー利用の重要な一部門であると言える訳で
ある．
パイオマス利用は広範でかつ多様である．本特集で
はその一端を触れるにとどまるが，本特集を機会にバ
イオマス利用に少しでも関心を持たれる方がおられれ
ば幸いである．本特集では， 4人の専門家がそれぞれ
の立場から， 「パイオマス変換法」および「パイオマ
ス利用例」について具体的に述べる．本稿はその概説
である．
2. バイオマスとは
パイオマスとは，本来，生態学における用語で，
「生物現存逗」と訳され，「ある地域において生存して
いる生物（植物および勁物）の重凪または容禎」を意味
し，通常，単位面積あるいは単位容積当りにして表現
される．パイオマスの大半は植物現存量(phytomass)
である．
最近では，バイオマスの諸機能（エネ）レギー，食
湿・飼料および工業材料の供給，さらには環境保全機
能）の統合的利用を念頭において，パイオマスという
言葉が用いられることの方が多い．この場合，パイオ
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マスは現存量というよりは，むしろ，生物体（植物体）
という意味合いで使われていることが多い．本稿では
バイオマスを上述の意味でも用いる．
3. 現存量と生産量
パイオマス利用を考えるときにほ，現存量(kg/ha)
と純生産量(kg/ha/year)を明確に区別しなければな
らない．綿一次生産量とは植物の総光合成量からその
植物の呼吸翠を差弓1いたもので， 「正味の生長量（現
存足の増加または減少速度）」を意味する．
ある時期に現存量のすべてを収穫してしまったら，
次の時期の純生産凪ほゼロになってしまうことがあ
る． また，現存蚤が最大のときの純生産量は，一般
に，大きくない．負値となることもある．生態系が生
長期にあるときには純生産星が大きく現存量は毎年増
加する．以上のことからも，毎年の純生産蘊を蛾大に
保ち，かつ，現存量を適切tこ維持するためには，生態
系のダイナミクスについての深い理解が必要であるこ
とが理解できよう．私達が利用（収穫）し得るのは現
存量そのものではなく純生産緻（の一部）であること
に注意しなければならない．
4. 太陽エネルギーの利用効率
植物群落上に入射する太陽エネ｝レギーのうち，鈍ー
次生産によって実際に植物体内に固定されるエネ｝Vギ
ーの比率を太陽エネ｝レギーの利用効率という．
熱帯多雨林，北方針葉梃林，温帯草地，膜耕地，お
よび大洋における太陽エネ｝Vギーの利用効率は，それ
ぞれ， 1.5%,o. 75%, 0.5%, 0.6%， および0.12%
程度と言われる．
太陽エネルギーのうち．植物光合成に利用可能な波
長範囲は約400-700nmであり，この波長範囲のエネ
｝レギーは全太陽エネルギー中の40~45％を占めるのみ
であることを考虚しても．上記の利用効率はきわめて
低いとも言える．
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パイオマスの有効利用の第一段階は，上記の利用効
率の向上にある．これに関しては，近年，広範な研究
が行なわれている．
5. バイオマス資源
バイオマス資源の利用分野は，次の4つのカテゴリ
ーに大別できよう．
バイオマス資源｛：：：三：：料）資源
(4) 工業原材料資源
また，バイオマスの生産は大別すると次の3つの場
でなされている．
IC 1) 森林
パイオマス生産の場!(2) 農耕地
＼（3) 海洋・湖沼
なお，最近では，各種のバイオマス廃棄物の再利用
が注目されている．
6. バイオマス利用の考え方
パイオマス資源は，生態系の保全と管理を計りなが
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ら，その生態系の余剰生産物を収穫するという再生産
型の資源である．したがって，生態系の保全と管理を
怠ると，現存墨や純生産量の急激な低下や環境の破壊
が生じ得る．
更に，パイオマス資源の利用範囲は広範かつ多様で
あるだけに，資源利用分野の調整およびバイオマス廃
棄物の再利用が重要である．たとえば， トウモロコシ'
は食糧にも飼料にも燃料にもなり得る．人間が食べ得
るトウモロコシは食服に，その他のトウモロコシは飼
料に， トウモロコジの残洒は燃料にと言った考え方を
大局的観点から決めておくことが必要である．
最後に，パイオマス（植物体）は地球上のいたる所
で生産し得る．しかし，バイオマスの面積当り純生産
量は，エネルギー換算で，その土地の年間太陽エネIV
ギー入射量の0.1-1.5％ときわめて低い．したがっ
て，パイオマス利用はその他のローカルエネJVギ←—
（太陽エネJレギー，地熱エネルギー，地域廃熱棄物な
ど）との複合的利用が重要である．
（昭和59年1月12日 原稿受理）
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